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態を適確に把握する目的で， 1) 放射線口内炎の成立より治癒にいたる経過 2) 線質依存性につい
て 3) 放射線口内炎発生の Dose-time relationship および 4) 配量とその時間的因子の影響の 4
点についての実験的研究をお乙なった。
実験動物は，体重約 2.5Kg の雄性家兎約 120羽を使用した。実験はすべて無麻酔下に，特定の固
定器にて頭部を固定し，左側頬部に 5 x 5 cm2 の照射野を設定し，固定 1 門照射をおこなった。使用






60Cor 線 800 rads, 1700 rads, 2500 rads をそれぞれ 1 回照射し， 1 , 3 , 5 , 7 , 11, 14, 
21 , 28, 42, 56 日後の変化について肉眼的ならびに組織学的観察をおこない，放射線口内炎の発生
より治癒にいたる経過の詳細を得た。すなわち，肉眼的には照射 3 日後より症状が発現し， 7--11 
日後に最も強い症状を呈し， 14--21 日間の経過で一次的治癒を完了する。組織学的には 1--3 日後
-168 ー
に変化が現われ， 5 --7 日後に最も強い変化を示す， しかし 7 B 後の所見で一部には既に明らかな
恢復様相を示し， 14 日後には上皮層の著明な肥厚をみるが，組織構造はほとすど回復し， 56 日経過
すると粘峡下結合織の線維化，腺組織の変性を示すのみとなる。
2) 放射線口内炎の線質依存性について
60Co r 線については 1700 rads より 2500 rads まで， 200kVp X線については 1500 rads より
2400 rads まで，また 18MeV 電子線については 1800 rads より 2300 rads まで， 100 rads 間隔
でそれぞれ 1 回照射し，照射 7 日後の変化を比較観察した。その結果，同程度の生物学的効果を得
るに要する線量は， 60C 07 線では 2100 raes, 200 kVp X線では 1800 rads, 18 MeV 電子線では
2000 rads となり，明らかに線質依存性が存在することがわかった。
3) 放射線口内炎発生の Dose-time relationship について
60CO r 線 1 回照射の他に， 800 rads および 400 rads 連日照射， 800 rads および 600 rads 隔日
照射の 4 種類の分割照射をおこない，それぞれの照射経過における放射線口内炎の発現線量と全照
射期間との関係について検討した。その結果放射線口内炎の発現に関して，両者聞に両対数座標上
で直線的関係をなす，一定の Dose-time relationship が存在することが明らかとなった。
4) 配量とその時間的因子が放射線口内炎の発生におよぼす影響について
前項にのべた連日照射， 隔日照射法の他に大量間歌照射 (massive periodic exposure) および
途中に休止期間を有する， いわゆる split-course による照射をおこない， 配量とその時間的因子
の影響について検討した。その結果，連日照射と隔日照射の比較においては，週間線量は同じであ
っても隔日照射時の方が強い反応を示した。 また大量間敵照射および split-course による照射を
おこなったものでは，連日照射，隔日照射に比べて口腔粘膜の反応が経滅されることがわかった。
結論として以下の 4 点が明らかとなった。




同程度の生物学的効果を得るには， 60CO r 線， 18 MeV 電子線では 200kVp X線に比べて， 10--
15%多くの吸収線量を要することがわかった。
3) 放射線口内炎の発生について，線量と全照射期間との聞に， 一定の Dose-time .relationship が
存在することが判明した。
4) 配置とその時間的因子が放射線口内炎の発生に影響をおよぼすことがわかった。
論文の審査結果の要旨
本研究は放射線治療時に随伴する口内炎について研究したものであるが，従来ほとんど知られてい
なかった放射線口内炎に関する線質依存性，照射の時間的因子について，重要な知見を得たものとし
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て価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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